
 

［成果情報名］紫外線（UV-B）照射によるバラうどんこ病の発病抑制とその要因 
［要約］紫外線（UV-B）照射によって、バラの防御関連遺伝子が誘導され、かつバラうどん

こ病菌分生子の発芽も抑制されるため、バラうどんこ病の発生を抑制できる。  
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［背景・ねらい］ 
施設栽培されるバラにおいてうどんこ病は深刻な病気の一つであり、殺菌剤を中心とし

た防除が行われている。そこで、紫外線（UV-B）蛍光ランプ（YGRFX21701GH、パナソ

ニック株式会社）を用いて、バラうどんこ病の防除を試みる。合わせて、バラにおいて UV-B
照射による防御関連遺伝子の解析を行うとともに、うどんこ病菌の光質応答反応を解析す

る。 
 
［成果の内容・特徴］ 
１．冬期にガラス温室（最低気温 10℃以上に管理）においてバラ（品種｢バレリー｣および

｢ローテローゼ｣）に、UV-B（強度 6.5～14 μW･cm-2）を毎日夜間２時間、日中４時間、

日中６時間それぞれ照射し、照射開始から２週間目から、発病調査を行うと、対照区と

比較して UV-B 照射区は発病程度が低く、有意差が認められる。特に夜間２時間区、日

中６時間区では、うどんこ病の発病程度は低い（表１）。  
２．上記１．の日中４時間区、日中６時間区では、若い葉で葉焼けや葉の縮れなどの症状

を生じることがある（表１、図１）。  
３．バラの草丈には、UV-B 照射による影響は認められない（データ略）。  
４．インキュベーター内における白色光 50μmol･m-2･s-1（12hr）＋UV-B 18μW･cm-2（６hr）
の照射下では、フェニルアラニンアンモニアリアーゼ遺伝子（PAL）およびカルコンシ

ンテース遺伝子（CHS）の発現は UV-B 照射開始から６時間後まで高く誘導され、消灯

後には通常のレベルにまで戻る。PAL の誘導は、UV-B 照射１日目が最も高く２日目以

降は低くなり、４日目以降では対照区との有意差は認められない。CHS においては、少

なくとも８日目までは、対照区との有意差が認められる（図２）。  
５．UV-B（強度 7.5～20μW･cm-2）を 24 時間照射後、うどんこ病菌分生子の発芽率を調査

すると、対照区を１とした場合、約 0.3～0.8 であり（図３）、有意差はある。  
 
［成果の活用面・留意点］ 
１．UV-B が直接的（分生子発芽抑制）および間接的（病害抵抗性遺伝子の発現）なメカ

ニズムによってバラうどんこ病を抑制する可能性が示されたことから、殺菌剤だけでは

なく UV-B 照射もバラうどんこ病の有用な防除手段の一つとなり得る。  
２．UV-B の照射条件や温度条件（低温）によっては、バラに葉焼けや葉の縮れなどの症

状が発生することがあるので、注意が必要である。  



 

図２ UV-B 照射がバラの PAL および CHS の遺伝子発現に与える影響  
24℃のインキュベーター下で照射し、バラ｢ローテローゼ｣葉を採取、RNA 抽出、cDNA を合成、PAL および CHS の発現レ
ベルを定量 PCR 法によって調査。発現レベルは、伸長因子 -1α（EF-1α）の発現レベルに対して標準化。平均±標準偏差。
*は Steel-Dwass 法により P<0.01 で同日同時間の対照区と UV 区において有意差あり。**は Steel-Dwass 法により P<0.01
で対照区（１日目０時間）との有意差あり。  

図３ UV-B 照射がバラうどんこ病菌の分生子発芽に及ぼす影響  
   ｢サムライ 08｣上で形成されたうどんこ病菌分生子を 1.5％素寒天培地上のタマネギ

表皮に、筆で払い落し接種し、24℃下で UV-B を 24 時間照射した。その後発芽率
を計数した。発芽率は対照区の発芽率を 1 として補正。*は Williams 法により５%
で対照区との有意差あり。  

［具体的データ］ 
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図１ 表１における UV-B 照射による葉の障害程度  

―：傷害無し、±：顕著な傷害無し、+～++：葉の縮れ（矢印部分）  


